
 

 

（総務省消防庁調べ） 

逃げ遅れ 

544人 

54% 

着衣着火 

72人 

7% 

出火後 

再進入 

12人 

1% 

その他 

378人

38% 

平成26年住宅火災における 

経過別死者 

（放火自殺者を除く） 

1，006人の内訳 

あなたの住宅にも、火災警報器の取り付けが義務づけられています 。 

 

「まさか！」の火事。 

火災警報器で助かる命があります。 

火事は決して他人事ではなく、 

どこの家庭にでも起こりうることです。 

万が一の時でも、火災警報器があれば 

いち早く火災を知らせてくれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

付いてますか？ 

総務省消防庁の統計では、建物火災による死者のうち、ほとんどが住宅

火災によるものとなっています。中でも逃げ遅れによる死者が最も多

く、全体の約 6 割を占めています。このようなことから、火災にいち早

く気づき、死者の発生を防止するため、平成 18年 6月 1 日から設置が

義務付けられました。それ以降、住宅火災による死者数は減少傾向にあ

ります。 
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住宅火災による死者 65歳以上の高齢者の割合 

一般住宅

896人 

71% 

共同住宅

198人 

16% 

併用住宅

28人  

2% 

住宅以外

147,人

11% 

平成26年建物火災の 

用途別死者数 

1，269人の内訳 
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設置 

あり 

設置 

なし 

6.6人 

9.5人 

住宅火災 100件当たりの死者数 

（平成 23年～平成 25年） 

31%減 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

子供部屋（寝室） 階段（1階以外に寝室がある場合） 

寝室 

台所 

（任意） 

取り付けをおすすめする所 

台所 

代表的なものを紹介します。 

【煙式】・・・煙に反応して警報が鳴るもの。 

消防法令で寝室や階段に設置が義務づけられているのは

煙式です！ 

【熱式】・・・周辺の温度が一定の温度に達すると警報が鳴るもの。 

      台所など大量の煙や湯気が発生する場所に適しています。 

設置が義務化されている所は、寝室です。火災件数は人が起きている時

間帯が多い一方で、火災死者数は就寝時間帯の方が多くなっています。

そのため就寝中の逃げ遅れを防ぐために、寝室に設置することとされま

した。また、寝室が 2階にある場合などは、階段にも設置義務がありま

す。これは、階段が煙の集まりやすい場所であるとともに、2 階で就寝

している人にとっては、唯一の避難経路となるからです。 

取り付けが義務化されている所 

寝室・階段 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意ください！！ 

・住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなど

で、火災を感知しなくなることがあるため、とても危険です。10 年

を目安に交換しましょう。 

・定期的に作動確認を行って下さい。 

 

 

お問い合わせ先 

光地区消防組合消防本部 予防課 

TEL：0833-74-5602 

 

◆大きな声で知らせましょう。 

◆可能であれば消火しましょう。 

◆避難しましょう。 

◆119 番通報しましょう。 

 

火災ではない時に警報器が鳴った場合

は、警報停止ボタンを押すか、ひき紐を

引いて警報を止めてください。 

〈例〉 

◆煙や湯気 

◆ホコリや小さな虫    

◆くん煙殺虫剤など 

に反応すること

があります！！ 


